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0 マイクロ波を照射して反射波を受信（SAR)
0 天候や昼授に左右されない
o 円偏波を用いることによって
地球の電離層の影響に左右されず盲解像
。 データに含まれる情報量は多い
5」~言号処理」
o画像データは不鮮明なので信号処理が必要
o Range-Dopplerアルコリス‘ムを使用
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o製造後に何度ち再設計できる集積回路
。 コストや消費電力を抑えられる
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o SAR信号処理部と画像処理部と
PC, SSDを用いたシステム
o PCを経由ぜずにFPGA開通信を行う
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o 画像データ転送時間短縮
o 独自規格のプロトコルを作成可能
。 通信速度向上
o Ethernetは物理層の選択肢が多い
o データリンク層を設定可能
↓特定のFPGA聞での通信
独自フレームプロトコルが実装できる
o 使わない信号線を有効活用
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フレー ムプロトコルで
転送速度陶上
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まとめ・今後の予定
まとぬ
o FPGA開通信によるシステムの高速化
o 独自の通信プロトコルによる転送速度向上
o UAV上で扱う画像データサイズの実装
o 画像処理精度の向上
